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第4章	計画のテーマと基本目標

4.1	 計画のテーマ

足利市は、日本遺産である日本最古の学校「足利学校」や、その本堂が国宝に指定された「鑁阿寺」
など、国内外に誇る文化財を多数有する由緒ある伝統と文化の薫るまちです。また、関東平野の
北端、足尾山地の南端に位置し、まちと山なみが近接しているため、都市が持つ利便性と自然が
持つゆとりの両方を享受できる恵まれたまちでもあります。
この恵まれた財産や地域性に更に磨きをかけながら、“元気に輝く都市”であり続けることを目
指し、第7次足利市総合計画には、「学びあい	つながりあい	元気に輝く都市	足利	～ひとをつくり、
産業をつくり、まちをつくる～」を将来都市像として定めています。
この将来都市像を実現するため、人口減少・高齢化社会をはじめとした、都市を取り巻く状況
を踏まえた上で、今後の本市の都市計画は、長い歴史の中で先人たちが築き上げてきたかけがえ
のない本市の資産を守り育て、次世代に引き継ぐための基盤づくりを推進するとともに、時代の
潮流を捉えた新たな価値を創造する都市づくりを進めていくことが求められています。
このことから、足利市都市計画マスタープランのテーマは、本市の自然・歴史・文化・産業など、
固有の地域資源や個性「多彩な地域」と、自分たちのまちのために自ら進んで考え、行動する市
民の力「人」が協調し合うことで、輝くまちをつくることを、本市の伝統産業である「織物」に形
容して設定しました。
また、織物産業が栄えた時代は、本市に大きなにぎわいがあった時代でもあります。今後のま
ちづくりにおいても、にぎわいのあるまちとするため、まちづくりの基盤である都市計画を着実
に実施していくことも計画のテーマとしています。
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4.2	 基本目標
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誰もが健やかで安全安心に暮らし続けることができるまちづくり

土地利用 豊かなライフスタイルに対応した質の高い住環境の形成

都市交通 幹線道路の整備

都市交通 南北市街地の円滑な移動

都市交通 利用者にやさしい快適な道路空間の創出

都市交通、生活・環境 安全安心で快適に暮らせる環境
づくり

生活・環境 公共施設マネジメントの推進

公園・緑地 緑地の保全・活用

基本目標を達成するための	都市づくりの方針

災害に強く安全性の高いまちづくり

都市防災 密集市街地の解消、災害に強い環境の整備

都市防災 空き家対策の推進

都市防災 道路・橋梁や上下水道などにおける計画
的かつ効率的な施設管理の推進

都市防災 重要水防箇所の解消

都市防災 河川改修の推進、雨水排水施設の整備の
推進

都市防災 防災に対する意識の向上

鹿島橋山下線

中橋	水のう訓練
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多様な産業活動を支えるまちづくり

産業 地域産業資源を活かした産業の振興

土地利用、産業 既存産業団地の保全、活用

土地利用、産業 恵まれた立地環境や交通ネット
ワークを活かした産業の振興

土地利用、産業 映像に関する産業の振興

持続可能で時代のニーズに対応したまちづくり

土地利用 持続可能なまちづくりの推進

土地利用 広域拠点、地域複合拠点、地域生活拠点、
産業振興拠点、観光レクリエーション拠点、
歴史的景観形成拠点、地域防災拠点の形成

都市交通 都市間及び地域間を連携する公共交通網
の構築

足利固有の魅力ある資源を活かした個性が際立つまちづくり

都市景観、観光 足利固有の歴史、文化、自然、風土を活かした魅力的な都市景観の創出

都市景観 市民に親しまれる都市景観の形成

観光 多彩な地域資源の連携による観光振興

観光 地域資源の活用によるにぎわいがうまれる
まちづくり

あがた駅南産業団地

鑁阿寺	本堂

JR両毛線	新駅（あしかがフラワーパーク駅）


